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栃木DARC News Letter

10月に入り気温も落ち着き、秋めいて
過ごしやすくなってきた今日この頃、皆様
におかれましてはいかがお過ごしでしょう
か。 
施設事業を行っているクラインでは先月
より就労継続支援B型作業所を始めまし
た。自立訓練から継続して就労訓練として
の位置付けになります。主な作業として
は、米作りなどの農業、片付けや除草など
の便利屋事業、リサイクルショップと一般
企業での作業などが主な内容です。今まで
の行ってきた事業も多く含まれますが、さ
らに幅を持たせています。私たちとしまし
ては働くことへの関心と喜びを味わってほ
しいという願いから始めました。今のとこ
ろまだ登録は多くおりませんが、雇用と職
業訓練を同時にできる環境になれば良いな
と考えています。 
依存症という若年から苦しめられるこの
病気はその特性から、働くという経験をし
ていない方も多くいます。基本社会は労働
により対価を得るということが普通です
が、その経験をしていないことから、働け
るという自信がなかったり、逆に根拠ない
自信を持っていたりして、仕事を失敗する
というケースが多く存在します。その部分
を経験してもらうには従来のダルクのプロ
グラムだけでは難しい面がありました。そ
の部分を補完する意味でこの事業は期待の
持てるものです。 

さて、世の中の動きについては大麻法が
今年の12月12日から麻薬及び向精神薬取締
法の麻薬として罰則が設けられます。つま
り使用罪が適用されて刑が重くなるという
ことになります。私たちとしては依存物質
が違法か合法かは関係なく回復支援をする
という点では対応が変わることはありませ
んが、動機づけや家族の認識などは大きく
変わると思っています。 
相談を受けていて、感じるのは最近の大
麻は乾燥大麻に取って代わりリキッドが増
えてきています。話を伺っていると乾燥大
麻よりも接種しやすいからなのか、または
THCの割合が多いのからなのかは判断で
きませんが、リキッドの方が副作用が強
く、慢性症状が現れるのも早いように感じ
ています。コカインとの併用が多いのもそ
の原因かもしれません。いずれにしても、
依存になるまでのスピードが速いという認
識でいます。 
前回にも書きましたが、麻向法の改正も
依存症対策の過渡期に間違いなく含まれて
います。 
市販薬も含め、覚醒剤と同じまたはそれ
以上のダメージがある薬物がこれほど多い
のかと危機感を感じます。 
今回初めに書いたのは障害福祉としての
回復支援であり、後半は刑事罰の問題で
す。どちらにもダルクには深く関わってい
ます。 
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栃木DARCの事業 
栃木DARCの事業の多く
は、委託または助成を受
けた形が多く、一般社会
に向けての特定非営利事
業と施設事業を行なって
います。 
特定非営利事業は、一次
予防としての乱用防止、
二次予防の再乱用防止を
多く含み、施設事業は、
三次予防以降となる依存
症からの回復のための場
所とプログラムの提供を
行なっています。依存症
本人が誰かに薬物を勧め
ることで薬物問題が広が
るリスクを考えると、こ
れも乱用防止の一環であ
ると言えるでしょう。
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残暑が一段落して、少しずつ秋の気配を感じ
られる時期になりました。皆様いかがお過ごし
ですか？冒頭の野木施設（以下２SC）の近況
に少し触れたいと思います。 
２SCでは９月時点で１７名の方々が生活され
ています。この中には入寮したての方も数名い
らっしゃるので、現在プログラム（以下PG）
の見直しを図っています。 
従来の２SCでのPGは、ダルクミーティングや
認知行動療法を基とした座学が中心でした。 
現在は入寮したばかりの方、回復期にある方、
就労に入っている方が混在している状況ですの
で、座学PGを中心とした流れは残しつつ、
「シラフの状態を楽しむ」為のスポーツPGを
徐々に増やしています。 
 今まで行っていた２SCのスポーツPG（ソフト
バレーや公共ジムでの筋トレ）の時間も継続し
て、新たなスポーツPGも提供しています。そ
れが表題の「キックボクササイズ」です。 
 昔取った杵柄で、格闘技を嗜んでおりました
私。キックボクササイズは、相手を倒すキック
ボクシングを学ぶ時間ではなく、老若男女どな
たでも、楽しくストレス発散できる時間です。
ですので、決してスパーリングの様な拳を交え
ることは致しません。皆で怪我なく楽しく身体
を動かしています。 
 PGの流れとしては、①準備体操　②ウォーミ
ングアップ（５割程度のダッシュ、ステップ
ワーク、ジャンプ等）　③ペアになってジャン
ケンをして負けた方がフィジカルトレーニング
（腕立て伏せ、腹筋、スクワット運動等）　④
シャドーボクシング　⑤ミット打ち（グローブ
を着けて新井が持つミットめがけてパンチや
キック） ⑥整理体操。 
①から⑥を約１時間程度、２SC近隣の体育館
で行っています。 
決して無理はせず、途中で見学をしても可。疲
れたらサボってもOKのルールです。 
 このPGをやってみて興味深いなと感じたこと
があります。それは参加者が共通して、時間や

ルールはしっかり守るけど、キックボクシング
の基礎はあまり守らないことです（笑）。 
 例えば私が、『右のストレートパンチはパン
チを出すのに合わせて右足を回転させます、す
ると肩と腰が回ります、その時に左手をガード
ポジションに・・・』とシャドーで基礎を説明
しても、ミット打ちになるとこれらを忘れて、
皆自分の好きなようにパンチとキックを出して
きます。 
 最初は面食らってミットを持ちながら笑って
しまいましたが、よくよくこのPGの本来の趣
旨、「シラフの状態を楽しむ」ことを考えてみ
たら、これで良いと思っています。 
考えてみると座学PGでも、テキストの中で依
存症回復の道標や考え方を提示していますが、
それらをどのように受け止めて、考えてアウト
プットしていくかは千差万別です。だからこそ
回復の過程を人と比べる必要もないですよね。
これはキックボクササイズにも言えるなと思い
ます。 
 私は無理にキックボクシングの基礎を押し付
けることは致しません。 
基礎を押し付けて、PGの運動自体がつまらな
くなったら本末転倒ですしね。 
『こういう打ち方が基礎（考え方）としてあり
ますよ、でもそれ通り打つか打たないか（行動
するかしないか）は貴方次第です。楽しくスト
レス発散できればそれでOKです。（貴方なり
の回復を目指してください）』といった所で結
びとさせて頂きます。 

「キックボクササイズ 」 
                                                        栃木DARC ２nd Stage Center      

サービス管理責任者　新井　智也 
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3rd Stage 
～社会復帰～ 

3rd StageCenterは、社会復帰
間近の回復後期・社会復帰期を
担う施設です。1st StageCenter
で断薬を目的として規則正しい生
活や体力回復をし、2nd 
StageCenterで個々のプログラ
ムを含めて過去の整理や人間関
係の作り方を学んだメンバーが、
実際の社会に近い環境で社会性
の獲得と、健全な家族及び人間
関係を身につけてもらう事を目
的としたプログラムを組んでいま
す。本人の責任において生活する
ために起床、就寝などの時間も特
に設けず、職場に出勤するのと同
じようにプログラムの開始時間
も設定しています。主体性を強化
して社会復帰の準備を行う場所で
す。 

 私は今、薬物依存症と向き合い、克服を目
指す道を歩んでいます。私は覚醒剤が大好き
でした。いや、実は今も大好きなのかもし
れません。この薬は私の人生にとても深い
傷を残し、また、様々な人との関係や自分
の健康をも破壊しました。そんな生き方で
も、別に悪くないんじゃないかと思わせる
だけの世渡り上手さと、愛に満ちた毎日
は、満足感にあふれるものでした。だか
ら、何度逮捕されようが、何度刑務所に行
くことになろうが、大して自分のマインドに
は変化はなかったです。そして三度目の懲役
の後、ダルクに繋がってからも、俺は俺、
シャブはやめられないよ。だってポン中だも
ん。というスタンスは変わらずにいまし
た。そんな頑固な私の考えを変えたのは、
繰り返し行われるくだらないミーティングと
つまらないプログラムでした(笑) 
今は少しずつですが、変わるための一歩を
踏みだす決意をしています。 
　しかし、五十代半ばの私が薬物依存症と
闘いながら、現代の混沌とした社会の中で
生き抜くことは、とても複雑で挑戦的な状
況に直面することになることが予想されま
す。社会の急速な変化やテクノロジーの発
展、そしてかつての自分が持ち合わせていた
様々な価値感が揺らぎ、新しい生き方を模
索する中で、薬物依存という個人的な闘い
はさらに過酷なものとなります。 
　薬物依存症との闘いは、肉体的な影響だ
けではなく、精神的、感情的な側面や、
様々なことが強く関わっています。今の私に
は、若い頃とは違う身体的な衰えや健康上
の問題が現れ始め、これが依存症をさらに
複雑にしていると感じます。体力が落ち、回
復する力も以前により弱くなっているはず
です。この部分だけでも、また薬を使いたく
なる要因のひとつです。しかし、その一方
で、年齢と経験がもたらす深い洞察力や自
己認識が、新たな希望や回復への鍵となる
こともある様な気がします。 
　今の社会情勢は薬物依存症の背景として
無視できません。経済的な不安、社会的な
孤立、急速な技術の進歩による人間関係の

希薄化など、今の私の年齢に差し掛かる
と、社会的な役割の変化や色々な場面での
立場が不安定になることもありそうで、こ
れがストレスや不安を引き起こし覚醒剤に
依存する理由となる場合も大いにあります。 
　しかし、そんな中でも、今の時代だから
こそ見い出せる希望も沢山あります。例えば
インターネットやソーシャルメディアを通じ
て、同じ問題を抱えている人々と繋がる機
会もあるだろうし、オンラインでもサポー
トグループや依存症に特化したリソースは私
にとって大きな支えとなるかもしれませ
ん。また、近年のメンタルヘルスに対する理
解の進展により、依存症が恥ずべきことで
はなく、治療すべき病気として認識されるよ
うになってきました。まだまだ風当たりは
強いと感じることは多々ありますが、依存
症からの回復に向けた環境は以前より整い
つつあるのかなとも思います。 
　一方で、薬物依存症と闘う個々の努力は
絶対的に必要です。社会全体のサポートなし
には達成は困難かもしれませんが、様々な
支援や援助ばかりアテにしているのもどう
かと思います。そういう生き方は私は大嫌い
です。 
　自分の手でつかみ取ってはじめて生きる実
感が湧いてくると思います。だから、今の私
の現状は本当の意味で生きているとはいえ
ません。生かされているのです。なので毎日
がとてもつまらないです。ご飯もおいしくな
いです。自分で一生懸命働いて稼いだ金で食
べるご飯が一番おいしいです。 
　一日も早く、おいしいご飯が食べたいで
す。何をやっても楽しい毎日を過ごしたいで
す。だから私は考えます。誰にも内緒で努力
します。それが全国にいる彼女たちとの約束
だし、何より自分の幸せな未来のためなの
ですから。 

　　　


　　「おいしいご飯の食べ方って」   

依存症のゼキ 
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Peaceful Place 
～女性～ 

PP(ピースフル・プレイ
ス）は女性専用の施設
です。ファースト・セカ
ンド・サードの全過程
を同じ場所で過ごしな
がら、それぞれの回復
を進めていきます。女
性依存症者の多くは、
それまで生きてきた背
景に様々な問題を抱え
ています。生きるため
の道具だったアディク
ションを手放していく
とき、経験を共有し合
える仲間が小さな安心
感を積み重ねてくれま
す。その安心感が私た
ちを自己否定ではなく
自己受容という形に変
えてくれるのです。安全
を感じながら回復を進
めていくことができる
場所とプログラムを提
供すると共に、自分を
大切にする生き方を身
につけてくれるように
願いながらサポートを
続けていきます。 

「ありがとう」 

                                                                            依存症のチヒロ

 　すごく不安、緊張する、いじめられたら
どうしよう…ダルクに来る時、こんな風に
思っていました。あれから4年、私はもうす
ぐ卒業します。自分が卒業できるなんて最初
全く思ってませんでした。嫌になったらすぐ
帰ればいいと思ってたし、自分を変えると
か意味分かんなかったし。だけど私は変わ
れたし、卒業まで頑張ることができまし
た。もちろんそれは楽じゃなかったし、すご
くしんどくて何回もくじけそうになって、出
て行ったこともありました。それでもなん
とか乗り越えてこれたのは全部仲間のおか
げだと思っています。最初の頃、緊張して周
りになじめない私に優しく声をかけてくれ
て、少しずつ慣れていくことができました。
入寮して1ヶ月くらいの時、脱走してコンビ
ニでお酒を飲んで行くとこなくて困ってたら
仲間が迎えに来てくれて、泣きながら帰る
私に「気持ち分かるよ、チヒロを見てると
自分のことみたいだよ。」と言ってなぐさめ
てくれて、帰ってからも他の仲間が「おかえ
り」と言ってくれてすごく気が楽になった
し、ここでやっていこうと思えました。具
合が悪くなって休んだりしてる時、リーダー
だった仲間が根気強く何度も相談に乗ってく
れてたくさんアドバイスしてくれました。料
理が全然できなくてまともに食当もできな
い私に怒ることなく教えてくれて、今では料
理ができるようになったし、人に教えてあ
げることまでできるようになりました。
「チヒロ大好きだよ。チヒロには良い所
いっぱいあるよ」いつもこう言ってくれて、
私は自分が好きになれました。ミーティング
で話すのが苦手だった私に、「チヒロの話
もっと聞きたいな」「チヒロの話励みに
なってるよ」と暖かい言葉をかけてくれて、
私は少しずつ話せるようになれました。お
ばあちゃんが亡くなって悲しんでる私にみん

な優しくしてくれました。熱が出て苦しんで
る時、おかゆを作ってくれたり、心配して言
葉をかけてくれて、本当に嬉しかったです。
何もかも嫌になって出て行って帰って来る時
すごく不安で緊張してたけど、「おかえ
り」って言ってハグしてくれたり、みんな変
わらない態度で迎えてくれてすごくホッとし
ました。出て行く前にも何回も話を聞いて
くれて止めてくれて、それでも出て行こうと
する私を見送る時泣きそうな顔をしてた仲
間の顔は忘れられないです。ケンカしても、
何かあって気まずくなっても、また元に戻れ
ることを仲間が教えてくれました。私は人
が好きじゃなかったし、人を信じることが
難しかったけど、変わらない関係もちゃん
とあるんだって少しずつ分かってきました。 
　本当に今までいろんなことがあったけ
ど、いつも隣には仲間がいて、寂しいと思
うこともなかったし支えられていました。
本当に本当に感謝しています。たくさんの
「ありがとう」を仲間に贈りたいです。もう
すぐ私は卒業してここを去って行くけど、自
分に自信を持って、最後まで頑張れた自分
に誇りを持って、これからの新しい生活も
頑張っていきたいです。ここでの思い出は、
辛いこともあったけど、宝物だと思っていま
す。一生忘れません。みんな大好き。たく
さんの思い出をありがとう。 
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1st Stage 
～導入～ 

1st StageCenterでは、
回復初期に、生活習慣の
改善と健康的な肉体を取
り戻す事に主眼をおき、
規則正しい生活を目的と
しています。グループ
ワークや学習型のプログ
ラムは少なくして、その
分、作業やスポーツなど
の体験型のものを多く取
り入れて、使わない生活
に楽しみが感じられるこ
とに重きを置いていま
す。依存症者は充実感、
安定感、所属感を取り戻
す必要があり、この三つ
をできるだけ効率よく感
じられるようにプログラ
ムは組まれています。 

　初めましてアディクトの小次郎です。 
 いやぁ、朝と夕暮れ時以降の時間帯は
秋を感じられて心地いいですが、昼間は
まだまだ暑くて、溶けそうになりますよ
ね？僕はなります。因みに、遅れました
が僕が何のアディクトかと言いますと、
アルコール＝お酒です。特に、９％のス
トロング系の、500ｍｌの缶チューハイ
が大好きです。中でもフルーツ系じゃな
くて甘くないのが一番大好きです。う
ん、ＤＲＹとか。とはいえ、ある程度酔
いがまわれば、飲料すれば人体に有害な
アルコール以外は、例えば…消毒なんか
に使用されるメチルアルコール何かとか
以外は何でも美味しくガバガバ馬鹿みた
いに飲んでしまいますけどねハハハ
（笑）まっ、こんな事を本当は笑って書
いてはいけないのでしょうが、仕方がな
い。だって僕は馬鹿ですから！！だか
ら、ニュースレターってか、文章を書く
のが苦手というか大っ嫌いです。学校医
の宿題とかなんて、嫌いなのはやらず
に、先生が僕が提出するのを諦めるま
で、僕は諦めずに回避して逃げ切ってま
した。「逃げるも百計兵法の一つ」と自
分に言い聞かせながら。てな訳で、僕の
ニュースレターだけは、馬鹿が何か書い
てるわ程度で普通に流して読んでみてく
ださい。後、僕は昔から身の上話や過去
の話をするのは嫌いというか、振り返れ
ば嫌だったことや失敗談などは、今と
なっては良い経験や体験というか、大切
な良い思い出になってますし、何気ない
日常会話の中でわりかし普通にさらっと
話してますし、別に書くほどのレベルの
ものじゃないですからね。路上で寝
ちゃったり、エスカレーターから落ちて
気絶したり、自転車窃盗して警察の方に

説教されたり、バスを蹴った時も、電車
を止めてしまった時は駅員さんとか警察
官のダブルパンチ説教やら、他にも多々
ありますが、基本的に酔っ払いならば良
くやらかしがちなレベル程度の事です。
う～ん、なんの話にしようかない頭をフ
ル稼働させて考えに考え抜いて絞りに
絞った挙句に、これしかないと→施設の
中での生活やおもった事など何か適当に
書こうと思います。 
先ずは施設の中ではと言うと、職員の
方々をはじめ、皆良い方ばかりなので、
自分的には楽しんで生活しています。週
に1～２回はボクササイズやソフトバ
レーなど体を動かすプログラムがあった
り、プールやら温泉に映画見にとかイベ
ントみたいなのがあったり、僕的には
グッドです。しいて言えば、スポーツな
どの皆で体を動かすプログラムが増えて
くだされば嬉しいです。まぁ、僕の場合
はアルコール性肝硬変症以外にも、障害
性疼痛があり、腰がやばいからあまり無
理は出来ませんが、動いているほうが好
きです。皆様も腰は大事にしてくださ
い。よし！なんとかニュースレターを書
ききりました！…さらば！ 
一番好きな熱帯魚はコリドラス！！ 

　　　「コリドラス 」 
                                             依存症の小次郎 
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プログラム紹介

編集後記 
 皆様いかがお過ごしでしょうか。 
ようやく最近は気候も秋めいてきて過ごしやす
くなってきましたね。 
　今年も気がつけばなんだかんだで後3ヶ月と
なり時の流れの速さに驚かされますね。 
　このところの寒暖差は身体にこたえますがみ
なさまもお身体ご自愛くださいませ。 

編集秋葉

ドック・セラピー 
宇都宮市内に拠点を置く東日本盲導犬協会に毎
週出かけて行き、仕事の一部を手伝わせても
らっています。具体的には盲導犬の散歩とグ
ルーミング、シャンプーなど、大人し犬たちと
のふれあいで生まれる癒し効果と、金銭の授受
がなくても気分が良くなるという経験、また、
盲導犬協会職員の方達の犬に対する無償の愛情
を感じ、これまで薬物使用によって養われてき
た「薬物を得る為に金銭を手に入れる」などの
即物主義から解放されるという点でも効果を発
揮します。 

セルフケア 
自己管理をする事です（自由時間）。他者から
の援助をできるだけ得ず、与えられた自由な時
間を自律的に考えて使う心身のケアをする時間
となります。計画して仲間と食事をとったり、
仲間と何かをしたり、身の回りの整理などをし
たりと金銭に至る全てを自分で管理してもらう
余暇時間です。 
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施設報告 
1st(導入）17名　2sc(回復）7名　3sc(社会復帰）
20名　計44名で活動しております。 
ステージ毎のプログラムを実施しております。 

 　 

Stage up 
・カズ　Stage２～Stage３へ 

Role Model 
・ナカジ　メンバー～サポートへ 
・マサ　サポート～メンバーへ 

PP 
・該当者なし 
　　　　 

9月にステップアップした仲間3 Stage System 
の概要 

AAや NAなどの自助グルー
プの12ステップを基に、意
味を抽出したものを３段階に
わけ、Stage１～３を最短１
２ヶ月で行います。 
Stage１ 
①認める②信じる③まかせる
ことを通じて、自分のアディ
クションの問題を認め、助け
てくれる存在を信じ、回復プ
ログラムに自分の回復を任せ
るという導入の部分を行いま
す。 
Stage２ 
①過去の整理②本質を探る 
③欠点を取り除く④手放す 
⑤準備する　これまでの問
題の分析をし、自分の問題
の本質を探り、アディクショ
ンに繋がる部分を取り除
き、自らの問題を手放し、
社会の有用な一員となる準
備をしてもらいます。 
Stage３ 
①行動の変化②実行し続ける 
③配慮④継続として、これま
で行ってきたStage１、２の
プログラムを踏まえ、どのよ
うに行動を変化させていく
か、それを実行し続けるには
どうしたら良いか、また他者
とのコミニュケーションはど
のようにするか、これまで
行ってきたことを社会の中で
実践し続けていくには何が重
要かを見出していきます。 

9月の献金・献品

7

（献金）那須トラピスト修道院様　他匿名者4名　 
（献品）匿名者8名 
　とても助かっております。栃木ダルク一同感謝しています。 

献品のお願い 
・日用品、家電一式、原付バイク、自転車、その他自立して使用できるもの　　　 
　があればよろしくお願いします。 
・1st StageCenterからソフトボール用品、スノーボード用品あれば 
　よろしくお願いします。 
・CFから農機具関係（草刈機、農作業用品、トラクター）等あればよ 
　ろしくお願いします。 
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Community Farm 
～農業～ 

栃木ダルクに通うメンバーの中に
は通常のプログラムが適さない
方も少なくありません。CF (コ
ミュニティーファーム)では、薬
物依存症以外にも社会復帰を目
指した際に問題（高齢である・
重複障害がある）を抱えたメン
バーがゆっくりと自分なりの回
復を深めて、それぞれの社会復
帰の形を探ってもらうための場
所です。他の男性施設とは違
い、テキストを使ったプログラ
ムも少なく、ステージ毎に居場
所を変える事もありません。 
農作業やボランティアなどを活
動の中心にしています。金銭管理
や処方薬の管理、家族の再構築
など基本的な部分に時間をかけ
て丁寧に社会復帰の準備を行
なっています。 

「今、思うこと」 
  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　依存症の佑 

私は覚醒剤を30年止めることが出来ず五
十三歳まで生きて来ました。その為刑務
所に5回も行くことに成りました。五回
合わせて十三年もの年月を無駄にしてし
まいました。今は出所して三年が経ちま
す。二年半の間は薬物を使わずに生活を
していたのですが、依存症とは恐ろしい
もので、また薬物を使ってしまいまし
た。半年間使い続けることにより、まず
仕事に行かなく成り薬物が中心の生活に
なってしまいました。当然のことながら
お金を使い果たし借金までする様になっ
てしまい、家族、友人、仕事関係の信用
を失い生きていくことが嫌に成り、自殺
を決意して実行しようとしました。しか
し自ら命を絶つことも出来ず、「自分は
何て情けない人間なのだ」と思いまし
た。自殺が出来る人は勇気があるし、余
程正気では無い限り自殺は出来無いと思
いました。そんな時、服役していた時に
繋がったダルクからの未読のニュースレ
ターがあることに気付き読んでみたら、
今の自分の考えを変えてくれる記事があ
りました。「無銭飲食をして一年間刑務
所に務めましたが、刑務所はやっぱり辛
かった」と、私は死ぬことが出来ないの
なら薬物以外の犯罪で刑務所しかないか
と考えていた所でしたが、服役した時の
ことを思い出し刑務所はやはり嫌だなと
考え、犯罪を止めることが出来ました。
そしてダルクに行ってみようという考え
に到り、今はダルクで生活しています。
始めはこの様な施設に来たのは初めてな
ので規則も良く理解することが出来ず、
このままダルクで生活して行けるか不安
でした。しかし、今は4カ月が経ち同じ
悩みを持つ仲間が努力している姿を見

て、私も少しの間でも努力してみようと
考えている所です。なぜなら自分を見つ
め直す良い機会だと思うし、せっかく助
かった命なので、もう一度薬物を使わず
幸せだった頃の自分に戻りたいと考える
ようになりました。薬物はダルクに来る
1か月前に止めました。理由は多くあり
ますが、一番止めよと思った理由は、私
が薬物を使用し思考が正常ではなかった
為にあることが起きました。駅の階段で
荷物を二つ持って登ろうとした時、足が
悪いので辛そうにしていると、私をジロ
ジロと見ている若い男性がいました。当
然の事ながら、私は「なんだこいつ」と
思ったその時男性が私の所まで来て「大
丈夫ですか？荷物をお持ちしましょう
か」と言ってくれたのです。その時私は
「なんて私は醜い人間なのだ」と猛省し
ました。こんな薬物のせいで、こんな正
常ではない考えをしてしまうなら「もう
二度と薬物を使用しない」と強い決意を
しました。私は目に見えない何かの力が
「もう薬物を止めなさい」と気づかせて
くれたとも思っています。これからは感
謝の気持ちを忘れず「愛」「情」を大切
に生きて行きたいと思っています。そし
て、ダルクに又は、NAに繋がり続けク
リーンでいられる様にしていきたいと思
います。最後までお付き合い頂きありが
とうございました。 
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　皆様、健康管理に努めていらっしゃいま
すでしょうか？私は、栃木で生活するよう
になって7ヵ月目に突入致しました。栃木
に来る前は、東京都板橋区にて独り暮らし
をしていました。その生活と言うもの、生
活保護を受給しながら仕事もせず、病院の
アルコール依存症者が通うデイケアに月曜
日から土曜日まで、朝10時から16時のプロ
グラムに参加していました。夜は、19時か
ら20時30分の間に自助会（AA）に通って
おり、ホームグループは、早稲田グループ
でした。アルコール依存症と診断されてか
ら13年が経っていました。その内の10年間
位で5回、転職していて、全て辞職してし
まいました。それはやはりアルコールを飲
み続けていたからです。アルコール依存症
と診断されるも、最初は断酒なんかしなく
ても元気だし、滑って何回入院しても身体
が健康体に戻れば、懲りずにまたアルコー
ルに手を出してしまうという状態でした。
そんな生活を続けていて7年が過ぎた頃、
糖尿病が悪化し、訳の分からない線維筋痛
症という病気になってしまいました。線維
筋痛症とは、身体の色んな所（私は、背中
とお腹）が一日中凄い痛みに侵される病
で、気が狂ってしまうかと思うくらいの毎
日を過ごすようになるという感じで、9割
は治らないし、原因不明で根治は難しく、
痛み止めの薬で対処療法するくらいの治療
法しかない病です。1日、ワントラム（オ
ピオイド鎮痛薬、麻薬入り）というモルヒ
ネよりは弱い薬を服用しなければならない
様になていて、何とか痛みを和らげて毎日
を過ごしていました。初めは薬を服用しな
がらもアルコールで痛みを誤魔化していま
したが、だんだん痛みが強くなってきて、
アルコールも飲めなくなり、食欲も無く
なって何も食べられなくなって、苦しんだ

挙句の果てにどうしようもなくなって、
AAの扉を叩く事になりました。それから
は、仲間が病院を紹介してくれたり、食事
に連れていってもらったり、薬もちゃんと
服用して、アルコールも止めて、何とか健
康体を取り戻そうと努力しましたし、アル
コールも2年半位止める事も出来ていたの
ですが、線維筋痛症が、とめどなく襲って
きて、アルコールデイケアもAAも休みがち
になって、栄養失調にまでなってしまって
いました。私は、どうしようも出来ずに医
者に相談したところ「ダルク行ってみれ
ば？考えておいて」との答えに私は、愕然
とし、必死に断りました。その後、デイケ
アの利用者との金銭問題が発覚し、やはり
ダルクへと、医者は福祉のワーカーも呼び
つけ、話し合いになり、病院や生保側は、
金銭の貸し借りはご法度で、ホームレスか
ダルクか、どっちか選べという事になり、
ホームレスになる根性が無く、ダルク入寮
を決めた次第でした。でも、栃木ダルクに
来てみると仲間やスタッフが手助けしてく
れて、そして、私よりも頑張って生活され
ている仲間を見て、私も頑張って持病たち
と上手に付き合いながら自立した生活が過
ごせる様に努力し行動して、回復を目指
し、生きて行こうと強く思いました。皆
様、これからも仲間でいて下さい。そして
一緒に回復を目標に、ゆっくりと人生を歩
んでいきましょうね。よろしくです。  

  

2nd Stage 
～回復～ 

2nd StageCenterは、 
回復の中心を担っていま
す。 
ある程度のクリーンを
持ったメンバーが、各々
のプログラムを深める時
期にあたるので、過去を
正しく振り返ること・メ
ンバー同士の関わり方な
どをグループワークに参
加しながら試行錯誤して
自身の回復につなげてい
ます。 
回復を確かなものにして
いくための重要な時期を
この施設で過ごしていま
す。 

 　「栃木DARCにお世話になって」  
 　依存症のJADE

9
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　　　今月活動予定
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　　　10月 
1日　宇都宮市薬物乱用防止出張教室 

3日　大相撲足利場所ボランティア 

4日　大相撲足利場所ボランティア　那須塩原市黒磯中学校講演 

5日　家族教室　再乱用防止教育事業県南　埼玉ダルクフォーラム 

8日　宇都宮保護観察所プログラム 

9日　喜連川少年院プログラム 

11日　日光戦場ヶ原ハイキング　第７１回精神保健福祉全国大会 

15日　再乱用防止教育事業県南 

17日　再乱用防止教育事業県央 

18日　喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導　更生保護女性会研修会 

　　　　再犯防止講演　聖書勉強会 

23日　沖縄ダルクフォーラム 

24日　宇都宮保護観察所プログラム　 

　　　再乱用防止教育事業栃木県精神保健福祉センター 

26日　ダイアログカフェ 

28日　JCCA定例会　大田原市立金田北中学校講演　 

30日　赤い羽根準備会議 
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